
社会資本総合整備計画（防災・安全） 平成２５年 ３月２６日

戸田市における安心・安全なまちづくり
平成25年度 ～ 平成29年度 （ 5年間）

①合流式下水道改善率を４４％（H25当初）から１００％（H25末）に達成させる。
②下水道による都市浸水対策達成率を５３．０％（H25）から５７．０％（H29）に増加させる。

①合流式下水道改善率
合流式下水道改善済み面積（ha）／合流区域面積 405（ha）

②下水道による都市浸水対策達成率
浸水対策完了済み面積（ha)／浸水対策を実施すべき面積 747.39（ha）

③

Ａ 基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

A1-1-1 下水道 一般 戸田市 直接 戸田市 1/2 104 合流改善

A1-1-2 下水道 一般 戸田市 直接 戸田市 1/2 547 浸水被害軽減

A1-1-3 下水道 一般 戸田市 直接 戸田市 1/2 280 浸水被害軽減

合計 931

Ｂ 関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計 0

番号 備考

①指標は、「戸田市にお
ける良好な生活環境の整
備」の②指標と一体的に
評価する。
②指標のH26年度末まで
は、「戸田市における良
好な生活環境の整備」の
③指標一体的に評価す
る。

事業者

市町村名

下水道整備を行うことで、安心で安全な災害に強いまちを創造する。

計画の成果目標（定量的指標）

備考
当初現況値 中間目標値

計画の名称
計画の期間 交付対象 戸田市
計画の目標

最終目標値
定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

（H25末）
100%

（H25当初） （H27末） （H29末）
（H25末）

100%
44.0%

57.0%55.8%

処理設備（高速ろ過）13000m3/日

戸田市

53.0%

戸田市

戸田市

市町村名

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

国費率
(基本)

要素となる事業名(事業箇所）

新曽第10排水区雨水整備事業

全体事業費
（百万円）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
931百万円 Ａ 931百万円

効果促進事業費の割合
Ｂ 0百万円 Ｃ

事業内容

□600～□1800 L=0.7km

新曽ポンプ場合流改善事業

笹目第2排水区雨水整備事業

0百万円

番号 事業者
国費率
(基本)

全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

要素となる事業名(事業箇所） 事業内容

□1000～□1500 L=0.4km

事業実施期間（年度）



Ｃ 効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計 0

番号 備考

地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

A1-1-3 下水道 一般 戸田市 直接 戸田市 1/2 196 防災・安全移行元

A1-1-6 下水道 一般 戸田市 直接 戸田市 1/2 166 防災・安全移行元

A1-1-7 下水道 一般 戸田市 直接 戸田市 1/2 53 防災・安全移行元

Ａ' Ｂ' Ｃ'

計画等の名称

その他関連する事業

事業種別
国費率
(基本)

新曽ポンプ場合流改善事業

事業内容要素となる事業名(事業箇所）

新曽第10排水区雨水整備事業

市町村名

戸田市

処理設備（高速ろ過）13,000m3/日

□1900～□2500 L=0.3km

□1500～□1600 L=0.2km

戸田市

戸田市

0.0%(Ｃ+Ｃ')/((Ａ＋Ａ')+(Ｂ＋Ｂ')+(Ｃ＋Ｃ'))0百万円0百万円 0百万円

笹目第2排水区雨水整備事業

事業者
全体事業費
（百万円）

番号 市町村名事業内容要素となる事業名(事業箇所）
国費率
(基本)

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

事業者



（参考図面）社会資本総合整備計画（防災・安全）

計画の名称 戸田市における安心・安全なまちづくり

計画の期間 平成25年度 ～ 平成29年度 （5年間） 戸田市交付対象

笹目第2・新曽第10排水区計画

A1-1-2
笹目第2排水区
雨水整備事業

A1-1-3
新曽第10排水区
雨水整備事業

A1-1-1
新曽ポンプ
場

下水道法による事業計画区域
（整備予定区域）

既設管渠

ポンプ場

雨水整備

凡例


